
１ 学食・社食等における食品ロス削減の普及啓発

取組概要

日常生活において「食」を特に意識する食堂で、食品ロスに関するメッセージ
を記載した卓上ポップをテーブルに設置し、食品ロス問題に関する気づきや動機
付けを行い、行動変容への転機とする。また、食堂利用者に対し、今回の取組や
食品ロス問題に関するアンケート調査を実施する。
また、アンケート調査では、沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークの愛称を募
集する。

NHK、JICA沖縄、沖縄セルラー、昭和薬科附属高等学校、沖縄尚学高等学校、名桜
大学、琉球大学、沖縄県立芸術大学、沖縄国際大学、沖縄キリスト教学院大学、
沖縄大学、沖縄総合事務局、沖縄の産業まつり（オリオンビアガーデン）

令和５年９月11日（月）～令和５年11月30日（木）

今回の卓上ポップを用いた食品ロス削減の啓発について、「食品ロス問題を知るきっかけに
なった。」と答えた人は120人（78％）であり、県民へ意識啓発が図られたと考える。今後も
引き続き実施場所を展開して取り組む。

・実施期間：令和５年９月11日（月）～令和５年11月17日（金）
・回答数：153

アンケート調査結果

〈実施内容〉

〈実施場所〉

〈実施期間〉
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２ ホテル等における未利用食品の有効活用

取組概要

ホテル等の利用者を対象に、フロントやチラシを用いた館内掲示により未利用
食品（常温保存が可能で賞味期限が２ヶ月以上の未開封の食品）の提供について
協力を呼びかけ、集まった食品をフードバンク等へ提供し有効活用を図る。

〈実施場所〉 朝陽の宿 涼風、HIDEOUT OKINAWA URUMA

令和５年９月７日（月）～〈実施期間〉

〈実施内容〉

実施結果

しだかじ

・現時点では、ホテル利用者からの未利用食品の提供は無し。

・今後も継続して取り組むとともに、県内の各ホテル事業者に対し、未利用食品の発生状況
等に関するアンケート調査への協力を依頼予定
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(１)沖縄県立図書館におけるパネル展示

(２)沖縄の産業まつり

日程：令和5年10月11日（水）～10月23日（月）
場所：沖縄県立図書館３階

日程：令和5年10月27日（金）～10月29日（日）
場所：奥武山公園

(３)おきなわ花と食のフェスティバル

日程：令和6年1月20日（土）・1月21日（日）
場所：奥武山公園

令和５年度は、ポスターやチラシ等を用いて、食品ロス削減及び「沖縄県食品ロス削減県民
運動パートナー登録制度」の普及啓発を以下のイベントで実施

沖縄県食品ロス削減県民運動パート
ナー登録制度周知チラシ

食品ロス削減啓発ポスター
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３ 消費者に対する普及啓発
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委員からの主な意見 事務局の対応案

普
及
啓
発

・イベント等での啓発は単発的な感じがするので、学校、
量販店等消費者がたくさん訪問するところを考えてはど
うか。

・今の小学生が大人になった時にどう取り組んでもらえ
るのかというところは非常に重要であるので、小学生向
けに普及啓発、勉強会など食品ロスに対して考える場が
あればと思う。

・離島県において食品を安定供給する大変さを踏まえた
上で食品ロスの削減に取り組まなければならない。

・次年度は食品ロス削減への協力を呼びか
ける啓発グッズを作成し、県内の小売業者
と連携して各店舗において県民に対し啓発
を行いたいと考えている。

・令和４年度に多良間小学校で食品ロス削
減や防災備蓄に関する講座を実施したとこ
ろである。今後は、消費生活センターで実
施している出前講座や、食育推進計画と連
携した取組を行っていく。

食
品
ロ
ス
削
減
県
民
運
動

パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度

・昨年度決めた共同宣言では、県民（消費者）がトップ
になっているので、パートナー登録制度は事業者を対象
とした制度ではあるが、サポーターのような形で消費者
に参画してもらうということがあってもよいのではない
か。
（県のＨＰに消費者用の賛同カウンターを設置する等）

・共同宣言を踏まえ、消費者が事業者の取
組に協力できるような制度となるよう、消
費者の制度への参画の仕方について改めて
検討する。
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委員からの主な意見 事務局の対応案

未
利
用
食
品
有
効
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り

・どこに食品を寄付したらよいか分からない人もいるの
で、提供方法について周知するだけでも、提供側に対す
るアプローチとして有効である。

・需要と供給の希望をある程度リアルタイムで県が情報
提供してチェックする、マッチングの仕組みを構築して
もらいたい。

・食品ロス削減と生活困窮者支援の２つの目標を掲げる
のはかなり難しいのではないかと思う。目的を限定した
仕組みづくりでないと機能しないと考えた方がよい。

・県内のフードバンク活動団体等の情報や、
食品を受け取る際にフードバンク活動団体
等が必要な情報等について案内し、食品提
供団体とフードバンク活動団体等がそれぞ
れ円滑にやり取りを行うことができるよう、
未利用食品の提供に関する情報発信を行う。

・現在、県内の小売業者やフードバンク活
動団体等にヒアリングを実施し、実態を把
握したところである。今後も引き続き各業
界団体へ未利用食品の発生状況等について
ヒアリングを実施し、効果的な有効活用の
仕組みについて検討を行う。

食
品
ロ
ス
削
減
の

取
組
の
方
向
性

・食品ロス削減と未利用食品の有効活用による生活困
窮者支援を取組の目的としているが、食品ロスを削減
しようとすると生活困窮者へ回す物資がなくなってい
く。目的、優先順位を明確にしてもらわないと議論が
できない。

・食品ロスの削減が基本的な目的であるが、
沖縄県では子どもの貧困等が問題となって
いるため、余ってしまった未利用食品につ
いてはフードバンク活動団体等と連携しな
がら活用するという考えである。

そ
の
他

・今後は観光客の増加が見込まれるが、ホテルから出
る食品ロスについて量的なものを調べて見える化し、
課題解決に向けて検討していただきたい。

・県内各ホテルに未利用食品の発生状況に
関するアンケート調査への協力を依頼し、
調査結果から課題等を確認し、取組につい
て検討を行う。
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１ 県民会議における年度別取組策定の趣旨 

〇沖縄県では、消費者、事業者、関係団体、行政等が連携・協働して食品ロス削減の取組を推進していくため、「沖縄県食品ロス削減推進

計画」を令和４年３月に策定するとともに、令和５年２月に「沖縄県食品ロス削減県民運動に関する共同宣言」を行った。 

〇「沖縄県食品ロス削減県民運動に関する共同宣言」を踏まえつつ、「沖縄県食品ロス削減推進計画」に位置付ける各種施策を計画的・効

果的に推進するため、「沖縄県食品ロス削減推進県民会議における年度別取組」を策定する。 

〇沖縄県食品ロス削減推進県民会議（以下、「県民会議」）における年度別取組は、「沖縄県食品ロス削減推進計画」に位置づける各種施策

を推進しつつ、県民会議において各主体と協働しながら進めていく取組を年度別に設定する。 

 

２ 取組内容 

〇「沖縄県食品ロス削減推進計画」では、沖縄県が目指す将来の姿として、３つの将来像を位置づけている。 

〇「県民会議における年度別取組」では、将来像を基に３つの区分に分け、それぞれの区分に関連する取組を実施し、将来像の実現を目

指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 取組の期間設定 

〇県民会議における年度別取組では、「沖縄県食品ロス削減推進計画」の前期期間となる令和８年度までの取組について定める。 

〇後期期間となる令和９年度から令和 13 年度までの取組については、計画見直しの際に設定することとする。 

〇取組を進めるに当たっては、食品ロスを取り巻く状況や施策の実施状況、各種意見等を反映させながら必要に応じて見直しを行う。 

登録制度・表彰制度の創設 

消費者への普及啓発 

未利用食品の有効活用 

食品ロス削減を推進するためには、食べ物を無駄にしない意識の醸成とその定着を図る事が重要であ
り、県民各層が食品ロスの問題を「我が事」として捉え、食品ロス削減を実行していく社会を目指しま
す。 

沖縄県が目指す将来像 

沖縄県食品ロス削減推進県民会議における年度別取組（案） 資料５ 

持続可能な循環型社会の実現に向け、行政、事業者及び消費者等の多様な主体による連携・協働のもと、
県民運動として食品ロス削減に取り組む社会を目指します。 

未利用食品を有効に活用していく社会を目指します。 
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R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 関連施策

（３）①食品ロス削減に貢献した事業者への表彰制度の創
設

県民向け

第３節　食品ロス削減の基本的な施策
２　基本的施策の推進
（１）教育及び学習の振興、普及啓発
　　　①～⑪

観光客向け

第３節　食品ロス削減の基本的な施策
２　基本的施策の推進
（１）教育及び学習の振興、普及啓発
　　　⑫観光客等への普及啓発

第３節　食品ロス削減の基本的な施策
２　基本的施策の推進
（６）未利用食品を提供するための活動の支援等
　　　①～③

（２）食品関連事業者系食品ロス対策
　　　①規格外や未利用の農林水産物の活用の促進

計画見直し

消費者への普及啓発

取組

未利用食品の有効活用

登録制度・表彰制度の創設

備蓄食料の有効活用

ホテル等におけるフードドライブ

未利用食品提供の仕

組みの構築に係る調

査・検討

未利用食品提供の仕組みの構築に

向けた取組

表彰制度の

検討・創設

計画見直し

学食・社食における普及啓発

沖縄県食品ロス削減県民運動パートナー登録制度運用

広報媒体を

活用した啓発

観光客への

普及啓発

県民を対象とした

イベントの開催

ホテル等におけるフードドライブ

制度検討・創設

沖縄県食品ロス削減推進県民会議における年度別取組（案）

規格外品の有効活用に

ついて調査・検討
規格外品の有効活用に向けた取組

県民を対象とした

イベントの開催

観光客への

普及啓発

表彰制度運用

小売業者と連携

した普及啓発
小売業者と連携した普及啓発

資料５
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沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークの愛称を付けることで、親しみを持ってもらい、県民のロゴマークに対す
る認知度向上及び食品ロス削減の普及啓発を促進するため、学食・社食等における食品ロス削減の普及啓発の取組の
中で実施したアンケート調査において、沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークの愛称を募集した。
アンケートにご協力いただいた方から145件の提案があった。
令和５年度第３回沖縄県食品ロス削減推進県民会議（実務者会議）において投票を行い、「のこSUN」を愛称の案と

して決定した。
『のこSUN』･･･ 残さずに食べるという「残さん」という言葉と、ロゴマークの太陽のように輝くお皿のデザインから

「SUN（太陽）」がかけられている。

＜決定方法＞
①提案いただいた愛称の中から、沖縄らしさや食品ロス削減に関するメッセージ性が感じられるか、という基準を基
に事務局で選考を行い、３つの愛称を候補とした。

②第３回沖縄県食品ロス削減推進県民会議（実務者会議）において投票を行い、愛称の案を１つ決定する。
③今後開催予定の沖縄県食品ロス削減推進県民会議へ諮り、沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークの愛称を決定す
る。

事務局選考

1．イチャSUN
2．のこさん
3．くわっちー

①愛称候補

沖縄県食品ロス削減
推進県民会議（実務者

会議）

『のこSUN』

②愛称（案）決定

沖縄県食品ロス削減
推進県民会議

③愛称決定

県
民
へ
の
公
表

沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマークの愛称について

沖縄県食品ロス削減推進県民会議（実務者会議）における協議事項 資料５

沖縄県食品ロス削減県民運動ロゴマーク

真ん中の黄色い半円は輝くお皿を表しています。
残さず食べることでそのお皿が太陽のようにピカピカと輝き、そこから笑顔が生まれる様子がデザインさ
れています。赤と黄色の箸【うめーし】を整列して配置し、『沖縄の食』『綺麗に食べること』の二つを
表現しています。食品ロスをみんなで解決して光輝く明るい未来を作っていきたいという願いが込められ
ています。
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